
TDAS/UDAS GUIの使い方(前半) 
～地磁気データを例にして～ 

佐藤由佳 （国立極地研究所）、IUGONETプロジェクトチーム 
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この時間の内容 

• 以下の基本的なTDAS/UDASのGUIツールの使い方を学ぶ 

1. IDL, GUIツールの起動 

2. データをロード 

3. ロードデータをプロット 

4. プロットの画像ファイル出力 

5. ロードデータの保存 

6. 作業内容の保存 

 

• 使用データ 

– fluxgate magnetometer data obtained from 

1. 210 Magnetic Meridian (210MM) magnetometer network at 
Kagoshima (kag), Moshiri (msr), and Rikubetsu (rik) 

2. TGO (Tromsø Geophysical Observatory) magnetometer 
network at Tromsø (tro) 

– 解析期間： 2013年7月9日0:00UT～7月11日23:59UT 
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IDL, GUIツールの起動 
[1] IDLを起動（command lineでも

workbenchでもOK） 

[2] 以下を入力してTDAS GUIの
Main Windowを起動 

 IDL> thm_gui   
 (またはIDL> thm_gui_new） 

thm_gui_newでもよい) 

“コマンドライン”に“thm_gui”と入力 

IDL Workbenchの場合 

[3] Load Data Windowを以下のい
ずれかの方法で起動 

i. “Load Dataアイコン”をクリック 

ii. “File”  “Load Data”を選択 

 
Main Window 

i. “Load Data”

アイコンをクリ
ック 

ii. “File”  “Load Data”を選択 
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データをロードする -1- 

[4] Load Data Windowで以下の様にロードするデータを選択 

(1) IUGONETタブをクリック  

(2) Start/Stop Timeを設定 
【2013-07-09/00:00:00から2013-

07-12/00:00:00とする】 
 

 

(3) 観測装置を選択 

【”geomagnetic_field_fluxgate”

を選択】 

※なお、複数日にわたる場合は、 

”Use Single Day”のチェックを外す 

4 Load Data Window 



データをロードする -2- 

[4] Load Data Windowで以下の様にロードするデータを選択 
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(4) 各種パラメータを選択 

【それぞれ210mm#, kag, 1min+1hをクリックして選択】 
 

(5) 矢印をクリックし
てロード開始 

※複数選択するときは+ctrlや+shiftで 

Load Data Window 



データをロードする -3- 

[5] 新しく表示されたウィンドウ中の“Rules of Data Use”を
よく読んで、”OK”ボタンをクリック  
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このウィンドウは、TDASを起動後
に”IUGONET Data”タブの各観測装

置のデータを初めてロードしたときに
表示される 

“OK”をクリック 

Rules of Data Use Window 



データをロードする -4- 
[6] ロードデータが”Data Loaded”に表示されたことを確認 

[7] 今回は練習として”Delete All Data”をクリックして、一
旦ロードデータを全部削除する 
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ロードしたデータ
は”Data Loaded”の
枠内に表示される 

ここでは、“Delete 

All Data”をクリックし

て、全てのロードデ
ータを削除してみる 

選択したロードデータ
を個別削除するボタン 

Load Data Window 



データをロードする -5- 
[8] 日時等は変更せず、“Site or parameter(s)-1”と“Parameter(s)-2”

で全種類を意味する“＊(all)”を選択して、データをロードする 
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(4) ロードされたデータ
の一覧を確認 

（今回は指定期間にデー
タがあるkag, msr, rikの3

地点が表示される） 
(2) ”＊”を選択 

(3)矢印をクリックしてデータ
のロードを開始 

⇒今回はmsrとrikのデータ
の”Rules of Data Use”のウィ
ンドウが2つ表示されるので、
そこでは”OK”をクリック 

Load Data Window 

(1) ”＊(all)”を選択 

(5) “+”となっているとこ
ろをクリックすると ”-”に変
化し、詳細が表示される 

（今回は各観測点毎に1h

と1minのデータがあるこ
とがわかる ） 



データをロードする -6- 

[9] THEMISタブを選択して、以下のようにして同じ期間の
Tromsoの地磁気データをロードする 
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(5) データが追加され
たことを確認 

(3) ”＊”を選択 

(4)矢印をクリック
してロード開始 

(6)最後に”Done”をクリックし、
このウィンドウを閉じる 

Load Data Window 

(2) ”tro”を選択 

(1) ”GMAG”を選択 



プロットする -1- 

[10] 以下のいずれかの手
順でPlot/Layout Options 

Windowを開く 

i. “Plot Data”アイコンを
クリック 

ii. “Graph”  
“Plot/Layout Options”
を選択 
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Main Window 

i. “Plot data”アイ
コンをクリック 

ii. “Graph”  

“Plot/Layout Options”を
選択 



プロットする -2- 

[11]  Plot/Layout Options Windowでプロットの設定をする 
  【ここでは”mm210_mag_1min_hdz”を選択してみる】 

11 Plot/Layout Options Window 

(1)”kag”の前の”+”をクリッ
クして詳細を表示させて、 

“mm210_mag_1min_hdz”

をクリック 

(3)選択したデータ
が表示される 

(2) “Line ->”

をクリック 

(4)最後に”OK”をクリック
してウィンドウを閉じる 



プロットする -3- 

[12] 右のようなプロッ
トができる 

  

[13] 別の種類のデータ
のプロットも作る
ため、もう一度

Plot/Layout Options 
Windowを開く 
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Main Window 



Plot/Layout Options Windowの補足 
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Plot/Layout Options Window 

Panel X(Y, Z)の意味： 
 X: パネルの通し番号 

 Y: パネルの列番号 

 Z: パネルの行番号 

パネルの削除/追加、

行列数の変更、順番の
変更なども適宜行える 

“Apply”をクリックすると、
Plot/Layout Options Windowで
作業中も、逐次Main Windowで
プロットを確認できる 

“Unlock Panels”を押すと

パネル毎に軸を書く。デフ
ォルトでは”Lock To 

Panel”になっている 



プロットする -4- 
[14]  以下の手順でプロットするデータを増やす 
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Plot/Layout Options Window 

(1) ここでは例として、msrデータ
から、以下の2つを選択する
“mm210_mag_msr_1h_hdz_x”と
“mm210_mag_msr_1min_hdz_x” 

（Ctrlを押しながら2つをクリックす
る） 

(2) “Line ->”

をクリック 



プロットする -4- 
[14]  以下の手順でプロットするデータを増やす 
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Plot/Layout Options Window 

(4) さらに、THEMIS-troから、
“thg_mag_tro_x”と 

“thg_mag_tro_y”と 

“thg_mag_tro_z”の3つを選択する
（Ctrlを押しながらクリック） 

(5) “Line ->”

をクリック 

(3) Panel2が

追加されたこと
を確認する 

(6) Panel3に(4)で

選択したものが追
加されたことを確
認する 

(7) 最後に”OK”

をクリック 



プロットを画像ファイルへ出力する 

[15]  プロットの画像ファイル
への出力には、Main 

Windowで“File”  “Export 

To Image File …”を選択 

[16]  Save Image Windowにお
いて形式・フォルダ・ファ
イル名を指定して”SAVE”を
クリック 
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Main Window 

Panel 1(1, 1): 

1-min kagの3成分 

Panel 2(2, 1): 

1-min & 1-h msr

のx成分 

Panel 3(3, 1): 

1-min troの3成分 

Save Image Window 

“File””Export To 

Image File …”を選択 

フォルダを指定 

ファイル名を記入 

形式を指定 



データをasciiファイルとして保存する 

17 

[17] データをasciiファイル
に保存するためには、 

Main Windowで“File”  
“Save Data As…”を選択 

[18] Save Data As Window
において、右図の様に
各種設定をして”Save”

をクリック 

[19] 次に現れるウィンドウ
で、フォルダ、ファイ
ル名を指定 

[20] 最後に右図の様な小さ
なウィンドウが表示さ
れるので、”OK”とする 

Save Data As 

Window 

“Loaded Data”の

中で保存したい
データを選択 

必要に応じて 
時間幅も設定可 

“Sava as ASCII data 

file”にチェック入れて、

必要に応じて下の枠内
の項目を変更 

最後に”Save”をクリック 



これまでの作業を保存する（tgdファイルの生成） 
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[21] Main Windowで “File”  “Save THEMIS document…”
を選択 

[22] Save THEMIS Document 
Windowにおいて、ファイ
ル名と保存フォルダを適当
に指定して保存 

⇒tgdファイルが生成される 

⇒IDLを一旦終了しても、こ
のtgdファイルを読み出す
ことで、それまでの作業を
再開することができる 

Save THEMIS Document Window 



保存したtgdファイルを開いて作業を再開する 
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[23] tgdファイルで作業が再開できることを以下のようにし
て確認する 

 [23-1] Main Windowで、“Exit”を選び、IDL自体も一
旦終了させ、その後、[1],[2]の手順をもう一度繰
り返してTDAS GUIを起動する 

[23-2] Main Windowで、“File”  “Open THEMIS 

document…”から、[22]で保存したtgdファイル
を選択して開く 

[23-3] 自動でtgdファイルを生成するまでの作業が
再現されることが確認できる 


